
健やかで美しく
豊かな南越前町を願って

地球温暖化のような世界的な問題から身近なごみ問題にいたる
まで、環境問題は、私たちの日常生活から社会全体の活動のあ
り方にまで深くかかわっています。

健やかで美しく
豊かな南越前町を願って

地球温暖化のような世界的な問題から身近なごみ問題にいたる
まで、環境問題は、私たちの日常生活から社会全体の活動のあ
り方にまで深くかかわっています。

　

私
た
ち
の
暮
ら
す
南
越
前
町

は
澄
ん
だ
空
気
と
緑
を
持
ち
、

山
、
海
、
里
の
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
、
歴
史
と
文
化
に
育

ま
れ
た
町
で
す
。
こ
の
町
で
今
、

重
油
処
理
工
場
建
設
計
画
が
持

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
重
油
等
の
タ

ン
ク
を
設
置
し
て
新
た
な
燃
料

を
作
り
出
す
と
い
う
施
設
と
い

わ
れ
、
建
設
予
定
地
と
さ
れ
る

場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
や
国
道
３
６
５

号
沿
い
と
い
う
町
の
中
心
部
で

あ
る
こ
と
や
、
町
民
の
憩
い
の

場
レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ー
ク
南
条
の

近
く
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
周
辺

に
は
住
宅
も
多
く
立
ち
並
ぶ
こ

と
か
ら
、
周
辺
地
域
へ
の
自
然

環
境
を
汚
す
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
住
民
の
力

で
自
分
達
の
暮
ら
す
町
の
環
境

を
守
ろ
う
と
、
南
条
地
区
区
長

会
が
中
心
と
な
り
、「
重
油
処
理

工
場
建
設
計
画
の
中
止
を
求
め

る
署
名
運
動
」
が
昨
年
十
二
月

南
条
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
月
三
十
一
日
、
集
ま
っ
た

四
千
三
百
八
十
四
人
の
署
名
が
、

増
澤
町
長
と
寺
下
町
議
会
議
長

に
陳
情
書
と
し
て
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
こ
と
を
受
け
、

二
月
七
日
、
南
条
地
区
区
長
会
と

と
も
に
、
増
澤
町
長
や
寺
下
町
議

会
議
長
、
丸
岡
環
境
問
題
特
別
委

員
長
ら
が
南
越
消
防
組
合
本
部
と

福
井
県
不
正
軽
油
製
造
未
然
防
止

対
策
地
域
会
議
の
事
務
局
で
あ
る

南
越
県
税
事
務
所
を
訪
れ
、
署
名

を
綴
っ
た
陳
情
書
を
手
渡
し
、
暮

ら
し
の
安
全
や
環
境
を
損
な
う
恐

れ
の
あ
る
企
業
が
町
内
に
進
出
す

る
場
合
に
厳
し
い
審
査
や
、
情
報

の
収
集
を
要
請
す
る
と
共
に
、
住

民
が
断
固
反
対
し
て
い
く
実
情
を

伝
え
ま
し
た
。

　

今
後
、
区
長
会
で
は
看
板
の
設
置
を

す
る
な
ど
の
活
動
を
行
う
な
ど
、
町
民

一
丸
と
な
っ
て
生
活
の
安
全
や
環
境
を

損
な
う
恐
れ
の
あ
る
企
業
の
進
出
に
反

対
す
る
機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
保
全
は
住
民
パ
ワ
ー
で

環
境
保
全
は
住
民
パ
ワ
ー
で

　　

環
境
問
題
は
、
私
た
ち
一
人
一
人

環
境
問
題
は
、
私
た
ち
一
人
一
人

に
課
せ
ら
れ
た
身
近
な
問
題
で
す
。
私

に
課
せ
ら
れ
た
身
近
な
問
題
で
す
。
私

た
ち
が
自
分
の
町
の
環
境
保
全
に
つ

た
ち
が
自
分
の
町
の
環
境
保
全
に
つ

い
て
、
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

い
て
、
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
環
境
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
、
環
境
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
環
境
に

に
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
環
境
に

配
慮
し
た
行
動
を
心
が
け
、
周
囲
の
状

配
慮
し
た
行
動
を
心
が
け
、
周
囲
の
状

況
に
目
を
配
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

況
に
目
を
配
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
町
で
も
、
昨
年

　

ま
た
、
町
で
も
、
昨
年
十十
月
に
南
越

月
に
南
越

前
町
環
境
基
本
条
例
を
制
定
。
環
境
の

前
町
環
境
基
本
条
例
を
制
定
。
環
境
の

保
全
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
と
基
本
方

保
全
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
と
基
本
方

針
を
定
め
、
町
、
町
民
、
事
業
者
等
の

針
を
定
め
、
町
、
町
民
、
事
業
者
等
の

責
務
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
自
然
環
境

責
務
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
自
然
環
境

の
保
全
や
公
害
の
防
止
に
努
め
て
い
き

の
保
全
や
公
害
の
防
止
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

大
雪
に
よ
る
除
雪
費
用
を
追
加

今
庄
小
学
校
給
食
棟
建
設
を

今
年
度
か
ら
着
手

議
会

臨
時
会

　

平
成
十
八
年
二
月
臨
時
会
が
、

二
月
十
五
日
開
か
れ
ま
し
た
。

　

南
越
前
町
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
五
議
案
の
専
決
処
分
と
、
南

越
前
町
一
般
会
計
補
正
予
算
の
計

六
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
億
七
千
六
百
二
十
六
万
八
千

円
を
追
加
し
、
百
二
十
三
億
五
百

七
十
四
万
円
と
し
ま
し
た
。

● 

国
民
健
康
保
険
今
庄
診
療
所

　

特
別
会
計
補
正
予
算

　

百
九
十
八
万
五
千
円
を
追
加

し
、
三
億
三
千
八
百
五
十
七
万
八

千
円
と
し
ま
し
た
。

● 

簡
易
水
道

　

特
別
会
計
補
正
予
算

　

百
三
十
万
円
を
追
加
し
六
億
八

千
六
百
一
万
七
千
円
と
し
ま
し

た
。

● 

農
業
集
落
排
水

　

特
別
会
計
補
正
予
算

　

百
五
万
円
を
追
加
し
四
億
六
千

六
百
五
十
七
万
八
千
円
と
し
ま
し

た
。

● 

老
人
保
健
施
設

　

特
別
会
計
補
正
予
算

　

六
十
万
四
千
円
を
追
加
し

一
億
七
千
六
百
一
万
五
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
十
二
月
の
大
雪
に
伴

う
除
雪
経
費
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
す
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
億
七
千
八
百
四
十
五
万
四
千

円
を
追
加
し
、
百
二
十
四
億
八
千

四
百
十
九
万
四
千
円
と
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
今
庄
小
学
校
給
食
棟
建

設
費
で
、
平
成
十
八
年
度
に
着
手

予
定
で
あ
っ
た
工
事
が
、
国
の
補

助
の
関
係
で
今
年
度
か
ら
の
実
施

と
な
っ
た
た
め
の
追
加
で
す
。


